
は
じ
め
に

　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
、
御
所
の
北
側
に
あ
る
桂
宮
家
の
御
殿
（
以
下
、
桂
宮
御
殿
）

の
主
要
部
を
、
二
條
離
宮
の
本
丸
に
移
築
し
て
完
成
し
た
、
現
在
の
本
丸
御
殿
（
本
誌
掲
載

の
松
本
直
子
「【
作
品
紹
介
】
旧
二
条
離
宮
（
二
条
城
）
本
丸
御
殿
の
障
壁
画　

玄
関
、御
書
院
」

図
１
参
照
）
は
、
玄
関
、
御
書
院
、
御
常
御
殿
、
台
所
及
び
雁
の
間
の
四
棟
か
ら
成
り
、
部

屋
内
に
は
紙
本
や
絹
本
、
廊
下
に
は
杉
戸
に
描
か
れ
た
障
壁
画
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
、

御
常
御
殿
、
台
所
及
び
雁
の
間
の
障
壁
画
に
つ
い
て
、
各
部
屋
の
画
題
、
技
法
、
様
式
、
筆

者
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、各
部
屋
の
障
壁
画
の
筆
者
は
、『
京
都
御
所
離
宮
誌
』（
宮

内
庁
蔵
）
及
び
、
宮
内
省
の
式
部
官
や
宮
内
大
臣
秘
書
等
を
務
め
た
長
崎
省
吾
（
一
八
五
〇
〜 

一
九
三
七
）
関
係
文
書
『
桂
宮

）
1
（

』
に
依
拠
す
る
こ
と
と
す
る

）
2
（

。

は
じ
め
に
、
建
物
の
建
築
年
代
と
、
障
壁
画
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
成
果

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
移
築
前
の
御
常
御
殿
、
台
所
及
び
雁
の
間
を
含
む
桂
宮
御
殿
の
整

備
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
か
ら
始
ま
っ
た

）
3
（

。
こ
の
時
期
は
、
桂
宮
家
十
代
当
主
節
仁

親
王
（
一
八
三
三
～
三
六
）
が
没
し
た
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
以
降
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

に
、
孝
明
天
皇
（
一
八
三
一
〜
六
七
）
の
異
母
姉
、
敏
宮
淑
子
内
親
王
（
一
八
二
九
〜 

八
一
）
が
一
一
代
当
主
と
な
る
ま
で
の
間
、
空
主
の
時
代
に
あ
た
る

）
4
（

。
こ
の
う
ち
御
常
御
殿

は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
一
一
月
二
九
日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
少
な
く
と
も
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
）
一
二
月
以
降
に
竣
工
し
た

）
5
（

。
台
所
及
び
雁
の
間
の
建
築
年
代
は
特
定
さ
れ

て
い
な
い
が
、
移
築
前
は
玄
関
近
く
に
配
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
御
車
寄
・
御
玄
関
等
」

は
、
立
柱
が
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
正
月
三
日
、
竣
工
が
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
九
月

以
降
と
さ
れ
て
い
る

）
6
（

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
の
建
造
と
推

測
さ
れ
る
。
桂
宮
御
殿
全
体
の
整
備
が
完
了
し
た
時
期
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
嘉
永
七

年
（
一
八
五
三
）
四
月
六
日
に
起
こ
っ
た
御
所
の
火
災
に
よ
り
、
同
月
一
五
日
か
ら
安
政
二

年
（
一
八
五
四
）
一
一
月
二
三
日
ま
で
、
桂
宮
御
殿
は
仮
御
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

）
7
（

、

嘉
永
七
年
（
一
八
五
三
）
四
月
一
五
日
ま
で
に
竣
工
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

障
壁
画
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
、
武
田
恒
夫
「
本
丸
御
殿
障
壁
画
」
（
『
元
離
宮
二
條
城
』

小
学
館
、
一
九
七
四
）
で
は
、
桂
宮
御
殿
の
整
備
が
完
了
し
た
と
目
さ
れ
て
き
た
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
説
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
上
述
の
と
お
り
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
以
降

も
整
備
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
再
考
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
ず
御
常
御
殿
に
つ
い
て
、
西
和
夫
、
津
田
良
樹
、
小
沢
朝
江
「
二
条
城
本
丸
旧
桂
宮

御
殿
の
造
営
と
障
壁
画
に
つ
い
て
―
桂
宮
家
御
殿
の
造
営
と
御
出
入
絵
師
（
一
）
―
」
は
、

『
桂
宮
日
記
』
の
記
述
に
お
い
て
、
「
文
久
二
年
一
二
月
五
日
、
鶴
沢
探
真
、
中
島
来
章
名
代

の
中
島
有
章
、
原
在
照
名
代
の
葉
多
在
周
、
狩
野
縫
殿
助
（
永
岳
）
、
長
野
図
書
允
（
祐
親
）

の
七
名
が
、『
御
絵
御
用
ニ
付
』
き
『
出
殿
』
し
て
い
る
」
（
※
括
弧
内
は
本
稿
筆
者
）
こ
と
、

そ
し
て
、
「
第
十
一
代
淑
子
内
親
王
が
こ
の
年
十
二
月
二
三
日
に
宮
家
を
相
続
し
、
翌
三
年

四
月
二
三
日
に
今
出
川
屋
敷
に
移
徙
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
『
御
絵
御
用
』
は
、
淑
子
内
親

王
の
移
徙
に
備
え
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
こ
と
か
ら
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
年
に

お
け
る
桂
宮
家
相
続
の
際
に
障
壁
画
が
描
か
れ
た
と
指
摘
し
た

）
8
（

。
加
え
て
、
台
所
及
び
雁
の

間
の
雁
の
間
は
、
『
桂
宮
日
記
』
「
嘉
永
七
年
四
月
十
四
日
条
」
に
「
『
雁
之
間
襖
御
張
付
御

絵
も
結
構
に
御
出
来
』
し
て
い
る
の
で
破
損
し
な
い
よ
う
に
襖
は
『
戸
』
に
取
換
え
、
張
付

は
板
で
覆
う
よ
う
に
と
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
既
に
障
壁
画
が
存

在
し
て
い
た
と
す
る

）
9
（

。

二
条
離
宮
へ
の
移
築
に
際
し
、
御
常
御
殿
は
時
計
回
り
に
九
〇
度
回
転
し

）
10
（

、
台
所
及
び

雁
の
間
の
雁
の
間
は
移
築
前
の
お
清
所
（
現
台
所
）
と
隣
接
し
、
さ
ら
に
、
東
側
の
室
に
あ

っ
た
棚
と
押
入
を
、
西
側
の
室
に
移
す
と
い
う
変
更
が
加
え
ら
れ
た

）
11
（

（
松
本
前
掲
・
図
１
及

【
作
品
紹
介
】
旧
二
条
離
宮
（
二
条
城
）
本
丸
御
殿
の
障
壁
画　

御
常
御
殿
、
台
所
及
び
雁
の
間

中
野　

志
保
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び
図
２
参
照
）
。
本
稿
で
は
、
可
能
な
限
り
、
移
築
前
の
状
況
、
す
な
わ
ち
、
障
壁
画
が
制

作
さ
れ
た
時
点
で
の
状
況
を
、
復
元
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
御
常
御
殿
の
障
壁

画
は
、
以
下
、
部
屋
ご
と
に
、
各
壁
面
の
初
出
時
に
、
旧
方
角
を
併
記
す
る
。

一　

御
常
御
殿

（
一
）
松
鶴
の
間

　

松
鶴
の
間
は
、
御
常
御
殿
の
南
西
に
位
置
す
る
。
移
築
前
の
建
物
の
平
面
図
と
考
え
ら
れ

る
、
『
桂
宮
総
図
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
は
「
御
座
の
御
間
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
主
の
居
室
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

　

ま
ず
、
東
面
（
旧
：
北
面
）
に
床
と
違
い
棚
が
あ
り
、
床
の
貼
付
に
は
、
主
に
松
と
水
流
、

鶴
が
描
か
れ
る
。
松
は
、
画
面
中
央
に
配
さ
れ
、
根
元
か
ら
逆
「
く
」
の
字
の
形
に
幹
を
伸

ば
す
。
違
い
棚
の
天
袋
小
襖
四
面
に
は
、
金
地
に
鶴
六
羽
が
、
床
の
あ
る
右

）
12
（

へ
向
か
っ
て
飛

ぶ
姿
が
描
か
れ
る
。
棚
の
壁
貼
付
は
、
棚
の
上
に
土
坡
、
下
に
水
流
が
あ
り
、
そ
の
岸
辺
に

は
子
日
の
遊
で
引
か
れ
る
小
松
の
よ
う
な
、
ご
く
若
い
松
が
生
え
て
い
る
。
地
袋
の
小
襖
二

面
に
は
、
岩
と
、
長
寿
の
象
徴
と
さ
れ
る
蓑
亀
が
描
か
れ
る
。

　

北
面
（
旧
：
西
面
）
襖
四
面
（
口
絵
８
）
は
、
東
面
の
床
に
同
じ
く
、
松
と
水
流
、
鶴
が

描
か
れ
る
。
こ
ち
ら
は
松
が
二
本
、
ど
ち
ら
も
東
よ
り
一
の
襖
に
根
元
が
あ
る
が
、
手
前
の

松
は
う
ね
り
な
が
ら
上
方
に
幹
を
伸
ば
し
、
奥
の
松
は
、
左
に
幹
を
伸
ば
し
、
そ
の
先
端
は

東
よ
り
四
に
至
る
。
鶴
は
成
鳥
三
羽
、
雛
鳥
二
羽
が
描
か
れ
る
。

　

西
面
（
旧
：
南
面
）
の
腰
障
子
四
面
に
は
水
流
が
横
断
し
、
水
中
や
岩
上
に
は
亀
、
岸
辺

に
は
東
面
と
同
じ
若
松
が
描
か
れ
る
。
南
面
（
旧
：
東
面
）
の
腰
障
子
二
面
の
う
ち
、
西
よ

り
二
に
は
若
松
と
根
笹
が
描
か
れ
、
東
面
の
床
貼
付
の
根
笹
と
の
繋
が
り
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

こ
の
部
屋
の
障
壁
画
は
、
松
、
鶴
、
亀
と
い
う
、
長
寿
を
象
徴
す
る
画
題
で
構
成
さ
れ
る

点
、
当
主
の
御
座
所
の
設
え
に
相
応
し
い
。
加
え
て
、
十
代
当
主
は
四
歳
、
九
代
当
主
は
二

歳
で
早
世
し
て
い
る

）
13
（

と
い
う
桂
宮
家
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
当
主
の
長
寿
を
願
う
、
切
実

な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

技
法
は
、
紙
本
着
色
で
、
金
銀
の
砂
子
が
蒔
か
れ
、
緑
青
や
群
青
の
濃
彩
と
相
ま
っ
て
、

豪
奢
な
雰
囲
気
を
纏
う
。
ま
た
、
松
の
、
う
ね
り
な
が
ら
上
へ
、
又
は
左
へ
と
向
か
う
樹
形

や
、
方
形
を
重
ね
た
岩
の
形
態
（
図
１
）
、
松
や
岩
に
見
ら
れ
る
漢
画
的
な
筆
致
は
、
筆
者

と
さ
れ
る
狩
野
永
岳
（
一
七
九
〇
〜
一
八
六
七
）
の
様
式
的
特
徴
に
合
致
す
る
。

　

永
岳
は
、
景
山
洞
玉
（
一
七
六
一
～
？
、
後
の
狩
野
永
章

）
14
（

）
の
子
に
生
ま
れ
、
後
に
京

狩
野
八
代
当
主
、
狩
野
永
俊
（
一
七
六
九
～
一
八
一
六
）
の
養
子
と
な
り
、
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
に
九
代
当
主
と
な
り
、
御
所
や
、
摂
関
家
で
あ
る
九
条
家
、
彦
根
藩
主
井
伊

家
の
御
用
を
務
め
た

）
15
（

。
安
政
度
の
御
所
障
壁
画
制
作
に
お
い
て
は
、
御
常
御
殿
の
上
段
、
一

の
間
、
皇
后
常
御
殿
の
上
の
間
、
御
学
問
所
の
上
段
の
間
等
、
建
物
の
中
で
最
も
格
式
の
高

い
部
屋
を
担
当
し
、
他
に
諸
大
夫
の
間
の
殿
上
人
の
間
等
の
障
壁
画
を
描
い
て
い
る
こ
と
か

ら
も

）
16
（

、
御
常
御
殿
の
中
で
最
も
格
式
の
高
い
「
御
座
の
御
間
」
を
担
当
す
る
に
相
応
し
い
絵

師
と
い
え
る
。

（
二
）
雉
子
の
間

　

雉
子
の
間
は
、
松
鶴
の
間
に
対
し
て
、
現
在
は
東
隣
に
、
移
築
前
に
は
北
隣
に
あ
っ
た
。
『
桂

宮
総
図
』
に
「
御
寝
の
御
間
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
主
の
寝
所
と
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
東
面
（
旧
：
北
面
）
に
は
、
南
側
か
ら
襖
と
違
い
棚
、
壁
が
あ
り
、
襖
二
面
に
は
、

色
づ
い
た
紅
葉
と
松
が
生
え
る
遠
山
が
描
か
れ
る
。
遠
山
は
違
い
棚
の
壁
貼
付
に
も
描
か
れ
、

違
い
棚
の
天
袋
小
襖
四
面
は
、
金
地
に
小
禽
七
羽
が
左
へ
向
か
っ
て
飛
ぶ
。
地
袋
小
襖
二
面

は
、
胡
粉
を
盛
り
上
げ
て
柴
垣
を
表
し
、
萩
と
菊
が
添
え
ら
れ
る
。
北
端
の
壁
貼
付
一
面
は
、

霞
の
向
こ
う
に
色
づ
い
た
紅
葉
と
岩
が
あ
り
、
紅
葉
に
小
禽
が
止
ま
る
。

　

北
面
（
旧
：
西
面
）
の
襖
四
面
（
口
絵
９
）
は
、
紅
葉
と
小
禽
、
雄
の
雉
子
が
描
か
れ
る
。

紅
葉
は
東
よ
り
一
、
二
、
三
に
二
本
あ
り
、
手
前
と
奥
に
、
そ
の
根
元
が
配
さ
れ
る
。
奥
の

紅
葉
は
上
方
へ
伸
び
、
手
前
は
左
へ
屈
曲
し
、
東
よ
り
二
で
再
び
折
れ
て
上
に
向
か
う
。
紅

葉
の
葉
は
、
東
よ
り
一
、
二
で
は
赤
色
、
東
よ
り
三
、
四
で
は
緑
色
で
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
示
し
て
い
る
。

　

西
面
（
旧
：
南
面
）
の
壁
二
面
は
、
北
側
と
南
側
の
両
端
側
に
小
禽
が
止
ま
る
桜
を
配
し
、

中
央
の
余
白
に
は
躑
躅
と
雌
の
雉
子
と
三
羽
の
雛
鳥
を
描
く
。
こ
れ
ら
の
桜
の
描
写
に
は
、

盛
り
上
げ
胡
粉
が
用
い
ら
れ
る
。
南
側
の
画
面
に
は
遠
景
が
あ
り
、
桜
と
松
の
生
え
る
遠
山

が
描
か
れ
る
。

　

南
面
（
旧
：
東
面
）
の
腰
障
子
四
面
に
は
、
蒲
公
英
、
菫
、
蓮
華
、
土
筆
な
ど
春
の
草
花

作品紹介
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が
描
か
れ
て
い
る
。

　

技
法
は
紙
本
着
色
で
、
画
面
全
体
に
金
砂
子
に
よ
る
霞
が
漂
う
。
鮮
や
か
な
色
彩
と
丸
み

を
帯
び
た
形
態
に
よ
っ
て
、
春
と
秋
の
景
物
を
描
く
こ
と
は
、
松
鶴
の
間
に
見
ら
れ
る
、
不

変
性
の
強
い
画
題
（
松
）
と
漢
画
的
筆
法
の
組
み
合
わ
せ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
表
（
御
座

所
）
と
奥
（
寝
所
）
と
い
う
、
部
屋
の
機
能
の
対
照
性
に
合
わ
せ
た
、
画
題
と
筆
法
の
選
択

が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
、
雉
子
の
間
の
北
面
の
襖
四
面
に
お
け
る
紅
葉
の
、
横
方
向
に
長
く
伸
び
る
樹
形
や
、

二
本
を
前
後
に
す
る
配
置
は
、
松
鶴
の
間
の
北
面
の
松
の
描
き
方
に
通
じ
、
さ
ら
に
、
岩
の
、

方
形
を
重
ね
た
よ
う
な
形
（
図
２
）
は
、
松
鶴
の
間
の
岩
（
図
１
）
の
そ
れ
を
簡
略
化
し
た

よ
う
に
見
え
、
構
図
や
モ
チ
ー
フ
の
形
態
に
、
松
鶴
の
間
と
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　

障
壁
画
の
筆
者
と
さ
れ
る
長
野
祐
親
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
丹
波
国
出
身
の
人
物
で
あ
り
、

松
鶴
の
間
の
筆
者
、
狩
野
永
岳
に
師
事
し
た

）
17
（

。
波
多
野
姓
で
あ
っ
た
が
、
長
野
姓
を
継
ぎ
、

安
政
三
年
（
一
八
五
三
）
八
月
一
二
日
に
図
書
寮
に
任
官
し
て
「
従
六
位
上
」
に
叙
せ
ら
れ
、

同
日
に
「
丹
波
介
」
、
九
月
一
七
日
に
は
「
少
允
」
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る

）
18
（

。
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）

八
月
の
「
明
治
天
皇
即
位
御
道
具
御
用
」
に
参
加
し
て
い
る
が
、
詳
し
い
画
業
は
未
詳
で
あ

る
）
19
（

。
（
三
）
四
季
草
花
の
間

　

四
季
草
花
の
間
は
、
松
鶴
の
間
の
北
隣
に
あ
り
、
移
築
前
に
は
西
隣
に
位
置
し
た
。
『
桂

宮
総
図
』
に
は
、
「
草
花
ノ
間
」
と
記
さ
れ
、
移
築
前
の
用
途
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、
西
面
（
旧
：
南
面
）
の
腰
障
子
四
面
は
、
右
、
す
な
わ
ち
北
側
か
ら
、
土
筆
、
蕗

の
薹
、
春
蘭
、
種
類
不
明
の
黄
色
と
臙
脂
色
の
花
、
蕨
、
蓮
華
、
蒲
公
英
、
菫
等
、
春
の
草

花
を
描
く
。

　

南
面
（
旧
：
東
面
）
の
襖
四
面
（
口
絵
10
）
と
壁
貼
付
一
面
は
、
春
か
ら
夏
の
草
花
で
、
右
（
西

側
）
か
ら
、
蒲
公
英
、
菫
、
菜
の
花
、
豌
豆
、
蓮
華
、
苧
環
、
芥
子
、
河
骨
、
菖
蒲
、
壁
貼

付
に
撫
子
を
描
く
。

　

東
面
（
旧
：
北
面
）
の
襖
四
面
（
口
絵
11
）
は
、
秋
の
草
花
で
あ
る
。
右
（
南
側
）
か
ら
薄
、

桔
梗
、
女
郎
花
、
露
草
、
秋
海
棠
、
蜀
葵
、
薄
、
朝
顔
、
薄
、
竜
胆
、
菊
、
女
郎
花
、
吾
亦

紅
、
竜
胆
を
描
く
。

　

北
面
（
旧
：
西
面
）
の
腰
障
子
四
面
は
、
冬
の
草
花
で
あ
り
、
右
（
東
側
）
か
ら
ツ
ワ
ブ

キ
と
蔦
を
這
わ
せ
る
豆
花
、
菊
、
水
仙
を
描
く
。

西
面
、
す
な
わ
ち
旧
南
面
を
春
と
し
、
四
方
を
四
季
に
な
ぞ
ら
え
て
、
反
時
計
廻
り
に

季
節
が
め
ぐ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

技
法
は
、
紙
本
着
色
で
、
余
白
と
地
面
付
近
を
中
心
に
、
金
銀
砂
子
が
蒔
か
れ
て
い
る
。

草
花
（
図
３
）
は
写
生
的
な
描
写
で
あ
り
、
茎
や
葉
は
、
一
部
を
除
き
没
骨
の
淡
彩
で
描
か

れ
る
た
め
、
華
や
か
な
が
ら
も
繊
細
で
、
柔
ら
か
な
雰
囲
気
を
た
た
え
る
。

　

障
壁
画
の
筆
者
と
さ
れ
る
中
島
来
章
（
一
七
九
六
〜
一
八
七
一
）
は
、
大
津
ま
た
は
信

楽
の
生
ま
れ
で
、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
の
弟
子
、
渡
辺
南
岳
（
一
七
六
七
〜 

一
八
一
三
）
に
師
事
し
、
南
岳
没
後
は
、
応
挙
の
息
子
、
円
山
応
瑞
（
一
七
六
六
〜

一
八
二
九
）
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る

）
20
（

。
安
政
度
の
御
所
障
壁
画
制
作
で
は
、
御
常
御
殿
の
御

小
座
敷
上
の
間
、
南
廂
の
杉
戸
絵
、
皇
太
子
の
た
め
の
御
花
御
殿
の
上
の
間
に
障
壁
画
を
描

い
た

）
21
（

。
格
式
の
上
で
は
、
最
高
位
に
次
ぐ
位
置
付
け
の
部
屋
と
言
え
、
本
丸
御
殿
の
御
常
御

殿
で
の
部
屋
の
格
式
に
合
致
す
る
。

（
四
）
耕
作
の
間

　

耕
作
の
間
は
、
四
季
草
花
の
間
の
東
隣
、
移
築
前
に
は
北
隣
の
部
屋
で
、『
桂
宮
総
図
』
に
は
、

「
耕
作
ノ
間
」
と
記
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
西
面
（
旧
：
南
面
）
の
襖
四
面
（
図
４
）
は
、
北
よ
り
一
、
二
に
、
初
春
の
種
浸

し
と
種
蒔
き
、
北
よ
り
三
、
四
に
田
起
こ
し
を
描
く
。
農
作
業
以
外
で
は
、
茶
屋
や
猿
引
き
、

子
供
、
子
供
連
れ
の
女
性
も
描
か
れ
る
。
北
よ
り
四
の
中
景
に
は
、
農
産
物
の
競
り
と
思
わ

れ
る
描
写
が
あ
り
、
そ
の
右
側
に
は
、
青
色
の
着
物
を
着
た
女
性
一
人
が
、
御
供
の
三
人
と

共
に
、
旅
姿
で
描
か
れ
る

）
22
（

。

　

南
面
（
旧
：
東
面
）
の
襖
四
面
は
、
夏
の
田
植
え
の
情
景
で
あ
る
。
田
植
え
作
業
に
従
事

す
る
人
々
の
他
、
男
女
が
食
べ
物
を
囲
ん
で
休
憩
す
る
場
面
や
、
頭
に
桶
を
乗
せ
た
子
供
連

れ
の
女
性
、
小
川
に
遊
ぶ
子
供
達
が
描
か
れ
る
。
水
車
を
回
し
て
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
男
性

の
姿
も
あ
る
。
左
端
の
西
よ
り
四
は
、
画
面
の
右
側
に
田
ん
ぼ
が
少
し
張
り
出
し
て
描
か
れ

て
い
る
が
、
画
面
の
多
く
は
余
白
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
面
（
旧
：
北
面
）
の
襖
五
面
（
図
５
）
は
、
秋
の
収
穫
の
情
景
を
描
く
。
南
よ
り
一
は
、
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田
ん
ぼ
に
案
山
子
等
の
鳥
除
け
が
あ
り
、
落
雁
も
描
か
れ
る
。
南
よ
り
二
、
三
で
は
、
稲
刈

り
の
作
業
や
、
千
歯
こ
き
で
脱
穀
す
る
作
業
が
描
か
れ
る
。
他
に
、
休
憩
す
る
男
性
、
彼
ら

に
話
か
け
る
老
人
の
姿
も
あ
り
、
橋
の
上
で
は
、
米
俵
を
積
ん
だ
牛
を
男
性
が
引
く
。
南
よ

り
四
で
は
、
唐
竿
を
使
っ
た
脱
穀
作
業
、
臼
、
唐
箕
、
万
石
通
し
を
使
っ
た
精
米
作
業
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
な
が
め
る
子
供
の
姿
も
あ
る
。
小
川
の
向
こ
う
で
は
、
米
俵
が
蔵

に
運
び
入
れ
ら
れ
る
。
南
よ
り
四
に
は
、
大
津
絵
の
よ
う
な
図
柄
の
絵
が
陳
列
さ
れ
た
棚
店

が
描
か
れ
る
。
南
よ
り
五
は
、
米
を
俵
に
入
れ
る
作
業
の
傍
に
、
烏
帽
子
に
狩
衣
、
指
貫
を

着
た
男
性
が
太
鼓
あ
る
い
は
鐘
を
叩
き
、
犬
が
後
ろ
に
つ
い
て
い
く
。
そ
の
装
束
か
ら
、
歌

念
仏
の
様
な
、
歳
末
の
門
付
け
の
芸
人
と
思
わ
れ
る
。
画
面
の
中
央
に
あ
る
、
門
と
塀
を
備

え
た
家
の
門
扉
の
傍
ら
に
は
米
俵
が
あ
り
、
こ
こ
が
米
の
消
費
地
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
。
室
内
に
は
機
織
り
を
す
る
女
性
が
、
勝
手
口
の
前
に
は
老
女
が
い
る
（
図
６
）
。
家
屋

の
前
の
大
木
の
傍
に
は
、
祠
と
、
「
定
」
と
書
か
れ
た
立
札
が
あ
る
。

　

北
面
（
旧
：
西
面
）
の
腰
障
子
四
面
は
、
精
米
の
情
景
で
あ
る
。
東
よ
り
二
に
は
、
水
車

小
屋
の
中
で
、
米
が
突
か
れ
精
米
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
、
外
で
は
、
男
性
が
馬
か
ら

米
俵
を
下
ろ
し
て
い
る
。
東
よ
り
三
は
、
水
車
小
屋
の
水
車
側
を
描
き
、
外
で
は
、
男
性
が
、

白
い
袋
が
積
ま
れ
た
荷
車
を
引
い
て
い
る
。
周
囲
の
田
ん
ぼ
は
、
い
ず
れ
も
刈
り
入
れ
後
の

状
態
で
あ
る
。

　

四
季
草
花
の
間
と
同
様
、
西
面
、
す
な
わ
ち
旧
南
面
を
春
と
し
て
お
り
、
四
方
を
四
季
に

な
ぞ
ら
え
て
各
季
節
の
耕
作
の
場
面
を
描
き
、
反
時
計
廻
り
に
季
節
が
め
ぐ
る
構
成
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
四
季
耕
作
図
の
起
源
は
古
代
の
中
国
に
あ
り
、
一
年
間
の
稲
作
と
養
蚕
・
機
織
り

の
作
業
工
程
を
見
せ
、
そ
の
苦
労
を
皇
帝
や
皇
太
子
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
誕
生
し
た

）
23
（

。
従
っ

て
、
こ
の
四
季
耕
作
図
も
ま
た
、
桂
宮
家
の
当
主
の
御
常
御
殿
に
描
か
れ
る
に
相
応
し
い
画
題

で
あ
る
と
言
え
る
。
加
え
て
、
高
貴
な
立
場
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
東
面
の
南

よ
り
五
に
描
か
れ
る
機
織
り
の
女
性
や
、
子
供
及
び
子
供
連
れ
の
女
性
が
多
く
描
き
込
ま
れ
る

の
は
、
そ
の
受
容
者
が
女
性
当
主
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

技
法
は
紙
本
淡
彩
で
、
金
砂
子
は
見
ら
れ
な
い
。
本
図
の
中
に
描
か
れ
る
建
物
や
樹
木
等

の
モ
チ
ー
フ
や
人
物
の
身
体
描
写
に
破
綻
が
な
く
、
絵
師
の
技
量
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

筆
者
と
さ
れ
る
中
島
華
陽
（
一
八
一
三
〜
一
八
七
七
）
は
、
横
山
崋
山
（
一
七
八
一
又
は

八
四
〜
一
八
三
七
）
に
師
事
し
、
文
政
度
の
東
本
願
寺
再
建
に
も
従
事
し
た

）
24
（

。
安
政
度
の
御

所
障
壁
画
制
作
で
は
、
御
常
御
殿
の
申
の
口
の
間
、
皇
后
常
御
殿
の
西
北
の
間
に
障
壁
画
を

描
い
た
。
部
屋
の
格
式
で
言
え
ば
、
末
尾
に
近
い
部
分
に
あ
た
る
部
屋
を
担
当
し
て
い
る

）
25
（

。

（
五
）
萩
の
間

　

萩
の
間
は
、
耕
作
の
間
の
東
隣
の
部
屋
で
、
移
築
前
は
北
隣
に
位
置
し
て
い
た
。
『
桂
宮

総
図
』
に
も
同
じ
室
名
で
記
載
さ
れ
る
。
室
名
の
通
り
、
壁
面
全
体
に
渡
っ
て
、
紅
白
の
萩

が
、
水
流
や
土
坡
と
共
に
描
か
れ
、
所
々
に
露
草
も
描
か
れ
る
。
以
下
、
各
壁
面
で
異
な
る

描
写
の
み
記
述
す
る
。

　

ま
ず
、
西
面
（
旧
：
南
面
）
の
襖
四
面
（
図
７
）
は
、
壁
面
左
下
か
ら
水
流
が
現
れ
、
最

初
は
右
に
、
次
に
左
に
、
最
後
に
右
と
い
う
よ
う
に
、
ゆ
る
や
か
に
蛇
行
し
、
最
後
は
画
面

の
中
央
付
近
に
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
す
る
。
左
下
の
土
坡
に
は
、
岩
が
描
か
れ
る
。

　

南
面
（
旧
：
東
面
）
は
、
襖
三
面
と
壁
貼
付
一
面
が
あ
り
、
緩
や
か
に
右
下
か
ら
左
上
へ

向
か
う
土
坡
の
稜
線
が
あ
り
、
稜
線
の
頂
部
付
近
に
岩
が
あ
る
。

　

東
面
（
旧
：
北
面
）
の
襖
四
面
（
図
８
）
は
、
画
面
中
央
や
や
右
で
土
坡
の
稜
線
が
交
わ

り
、
そ
こ
に
現
れ
る
水
流
は
、
最
初
は
左
、
次
は
右
に
屈
曲
し
、
最
後
は
画
面
右
下
に
フ
ェ

イ
ド
ア
ウ
ト
す
る
。
画
面
中
央
や
や
左
で
は
、
水
流
の
左
右
が
岩
場
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
小

さ
な
滝
と
な
っ
て
下
に
流
れ
落
ち
て
い
る
。

　

北
面
（
旧
：
西
面
）
腰
障
子
四
面
に
は
土
坡
や
水
流
が
な
く
、
萩
と
露
草
等
、
秋
の
草
花

が
描
か
れ
る
。

　

東
面
は
、
西
面
の
構
図
を
反
転
さ
せ
た
よ
う
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
西
面
で

は
最
初
か
ら
水
面
全
て
が
見
え
る
の
に
対
し
、
東
面
の
水
流
は
、
最
初
は
土
坡
に
隠
れ
て
見

え
な
い
が
、
下
へ
行
く
に
従
っ
て
そ
の
姿
を
現
す
。
そ
の
た
め
、
西
面
は
、
低
い
位
置
に
あ

る
水
流
を
、
東
面
は
、
高
い
位
置
に
あ
る
水
流
を
眺
め
て
い
る
様
に
感
じ
る
。
東
面
を
高
地
、

西
面
を
低
地
と
し
て
設
定
し
、
南
面
に
は
、
そ
の
高
低
差
の
繋
が
り
を
示
す
よ
う
な
斜
面
を

描
い
て
お
り
、
部
屋
内
が
、
紅
白
の
萩
が
生
え
る
水
辺
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

技
法
は
紙
本
着
色
で
、
耕
作
の
間
と
同
様
、
金
砂
子
等
は
見
ら
れ
な
い
。
萩
（
図
９
）
や

露
草
は
写
生
を
ふ
ま
え
た
没
骨
で
描
か
れ
、
他
方
、
岩
（
図
10
）
の
輪
郭
線
は
太
く
、
淡
い

調
子
で
は
あ
る
が
皺
が
入
り
、
点
苔
も
描
か
れ
る
。
余
白
を
多
く
と
り
、
洒
脱
な
雰
囲
気
が

あ
る
一
方
で
、
西
面
と
東
面
の
構
図
を
鏡
面
関
係
に
す
る
な
ど
、
構
築
的
な
志
向
も
感
じ
ら

作品紹介
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れ
る
。

　

筆
者
と
さ
れ
る
八
木
奇
峰
（
一
八
〇
六
〜
七
一
）
は
、
近
江
国
出
身
で
、
最
初
、
京
狩
野

の
山
懸
岐
鳳
（
一
七
七
六
〜
一
八
四
七
）
に
、
後
に
、
四
条
派
の
松
村
景
文
（
一
七
七
九
〜

一
八
四
三
）
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る

）
26
（

。
草
花
の
写
生
的
な
描
写
に
は
円
山
派
の
、
余
白
の
多

さ
に
は
四
条
派
の
、
ま
た
、
岩
の
描
き
方
や
構
築
的
な
構
図
に
は
京
狩
野
の
影
響
が
看
取
さ

れ
る
。
安
政
度
の
御
所
障
壁
画
制
作
で
は
、
皇
后
常
御
殿
の
西
南
の
間
、
御
花
御
殿
の
西
の

間
に
障
壁
画
を
描
い
た
。
御
所
全
体
で
み
れ
ば
、
最
高
位
で
あ
る
御
常
御
殿
に
次
ぐ
建
物
だ

が
、
部
屋
の
格
式
と
し
て
は
高
く
な
い

）
27
（

。
奇
峰
の
詳
し
い
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載

の
松
本
直
子
「
【
作
品
紹
介
】
旧
二
条
離
宮
（
二
条
城
）
本
丸
御
殿
の
障
壁
画　

玄
関
、
御
書
院
」

も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
六
）
二
階
御
座
所　

違
い
棚
の
天
袋
と
地
袋

　

御
常
御
殿
二
階
の
御
座
所
の
北
面
（
旧
：
西
面
）
に
は
違
い
棚
と
床
が
あ
り
、
そ
の
天
袋

と
地
袋
の
小
襖
各
二
面
に
障
壁
画
が
描
か
れ
る
。
天
袋
（
図
11
）
に
は
小
禽
五
羽
が
、
床
の

あ
る
左
（
西
側
）
へ
向
か
っ
て
飛
ぶ
姿
が
描
か
れ
る
。
地
袋
（
図
12
）
に
は
、
紅
梅
が
屈
曲

し
な
が
ら
幹
や
枝
を
伸
ば
し
、
枝
に
は
小
禽
が
二
羽
、
互
い
に
視
線
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

技
法
は
、
紙
本
着
色
で
、
金
砂
子
が
蒔
か
れ
て
い
る
。
筆
者
と
さ
れ
る
の
は
、
雉
子
の
間

と
同
じ
長
野
祐
親
で
、
丸
み
を
帯
び
た
小
禽
の
姿
や
、
凹
凸
の
少
な
い
樹
木
の
描
き
方
は
、

雉
子
の
間
の
小
禽
や
紅
葉
に
共
通
す
る
。

（
七
）
杉
戸
絵

　

御
常
御
殿
の
杉
戸
絵
二
枚
四
面
は
、
現
状
、
御
書
院
と
御
常
御
殿
を
繋
ぐ
渡
り
廊
下
と
、

御
常
御
殿
北
廊
下
と
の
境
に
あ
る
。
移
築
前
も
同
じ
く
御
書
院
と
御
常
御
殿
と
の
渡
り
廊
下

に
設
置
さ
れ
て
い
た
が

）
28
（

、
こ
の
時
点
で
の
渡
り
廊
下
は
、
御
書
院
の
東
側
と
御
常
御
殿
の
西

北
隅
に
繋
が
っ
て
い
た
（
松
本
前
掲
・
図
２
参
照
）
た
め
、
現
在
と
状
況
が
異
な
る
こ
と
は

分
か
る
が
、
そ
の
詳
し
い
位
置
は
分
か
ら
な
い
。

　

渡
り
廊
下
側
（
北
側
）
の
二
面
（
図
13
）
は
、
薔
薇
と
仔
犬
を
描
く
。
薔
薇
は
二
本
、
い

ず
れ
も
根
元
は
左
側
の
画
面
に
あ
り
、
右
上
方
へ
向
か
っ
て
伸
び
、
円
弧
を
描
い
て
下
降
す

る
。
薔
薇
の
下
に
は
仔
犬
が
七
匹
描
か
れ
る
。
御
常
御
殿
側
（
南
側
）
の
二
面
（
図
14
）
に

は
、
う
ち
右
側
一
面
に
花
籠
が
描
か
れ
、
朝
顔
、
女
郎
花
、
牡
丹
、
水
仙
、
菊
、
花
菖
蒲
が

入
る
。
花
菖
蒲
の
後
方
に
は
梅
が
伸
び
、
左
側
の
画
面
で
枝
を
垂
ら
し
て
い
る
。

　

技
法
は
い
ず
れ
も
板
絵
に
着
色
。
仔
犬
（
図
15
）
は
、
表
情
豊
か
で
愛
ら
し
い
姿
が
、
応

挙
風
の
、
丸
み
を
帯
び
た
形
態
で
描
か
れ
る
。
南
側
の
花
籠
の
花
々
（
図
16
）
や
、
北
側
の

薔
薇
に
は
、
明
瞭
な
輪
郭
線
を
持
ち
つ
つ
も
、
葉
の
裏
や
横
か
ら
見
た
姿
を
描
く
、
写
実
的

な
態
度
が
見
え
る
。
筆
者
と
さ
れ
る
五
井
友
山
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
絵
の
特
徴
か
ら
、
円

山
派
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
画
派
に
学
ん
だ
可
能
性
は
高
く
、
優
れ
た
技
量
を
持
っ
て
い

る
が
、
管
見
で
は
、
作
品
を
含
め
他
の
資
料
を
見
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
画
業
の
解
明
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

二　

台
所
及
び
雁
の
間

雁
の
間
は
、
東
側
と
西
側
の
二
室
が
あ
る
。
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
移
築
前
後

で
棚
と
押
し
入
れ
が
移
動
し
て
お
り
、
障
壁
画
に
も
、
そ
れ
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
る
紙
継

等
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
ど
こ
を
、
ど
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
か
は
今
後
の
課
題
と
し
、

以
下
で
は
、
現
状
の
部
屋
の
位
置
と
方
角
で
障
壁
画
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

（
一
）
雁
の
間　

東

　

西
面
の
襖
四
面
に
、
雁
一
羽
が
水
に
半
身
を
浸
け
、
右
へ
向
か
っ
て
泳
ぐ
姿
と
芦
を
描
く
。

北
面
は
壁
貼
付
一
面
と
戸
襖
四
面
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
五
面
の
う
ち
東
よ
り
四
に
は
、
飛
翔

し
な
が
ら
左
右
に
交
差
す
る
雁
二
羽
、
東
よ
り
二
に
は
右
へ
向
か
っ
て
飛
ぶ
雁
一
羽
が
い
る
。

東
面
（
図
17
）
の
壁
貼
付
三
面
に
は
、
右
に
向
か
っ
て
飛
立
つ
雁
二
羽
と
芦
を
描
き
、
南
面

は
、
東
側
の
壁
貼
付
一
面
に
芦
が
描
か
れ
る
が
、
残
る
腰
障
子
四
面
に
障
壁
画
は
な
い
。

（
二
）
雁
の
間 

西

　

西
側
の
雁
の
間
の
西
面
は
、
南
側
に
棚
、
北
側
に
襖
二
面
が
あ
り
、
棚
の
上
部
の
壁
貼
付

に
は
、
襖
の
方
向
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
雁
二
羽
を
描
く
。
棚
の
下
部
の
壁
貼
付
は
、
右
下
に
水

流
の
線
が
あ
り
、
そ
の
線
は
北
側
の
袖
壁
の
左
下
に
繋
が
る
。
襖
二
面
に
は
岩
場
と
、
そ
の

上
に
二
羽
の
雁
を
描
く
。
う
ち
一
羽
は
、
左
上
を
見
上
げ
、
視
線
の
先
に
は
棚
の
上
部
の
壁
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貼
付
に
描
か
れ
た
、
飛
来
す
る
雁
が
い
る
。
北
面
の
戸
襖
四
面
に
は
、
東
よ
り
一
、
二
に
芦

を
描
く
の
み
で
あ
る
。
東
面
の
襖
四
面
（
図
18
）
は
、
西
面
と
同
様
、
岩
場
の
上
に
雁
を
描

き
、
雁
が
見
上
げ
る
先
に
、
飛
来
す
る
一
羽
の
雁
を
描
く
。

　

雁
は
渡
り
鳥
で
あ
り
、
秋
に
北
方
か
ら
日
本
へ
渡
っ
て
冬
を
越
し
、
春
に
な
る
と
、
北
方

へ
帰
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
西
の
雁
の
間
は
、
北
方
か
ら
雁
が
飛
ん
で
く

る
秋
の
光
景
、
東
の
雁
の
間
は
、
泳
ぎ
、
又
は
飛
び
立
つ
姿
か
ら
、
雁
が
北
方
へ
と
帰
っ
て

い
く
春
の
光
景
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

雁
の
間
二
室
の
障
壁
画
は
、
水
墨
の
技
法
で
描
か
れ
る
。
筆
者
と
さ
れ
る
中
島
来
章
は
、

先
述
の
と
お
り
、
御
常
御
殿
の
四
季
草
花
の
間
の
障
壁
画
も
描
い
て
い
る
。
飛
び
、
泳
ぎ
、

ま
た
は
岩
上
に
佇
む
雁
を
、
の
び
や
か
に
、
ま
た
、
写
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
的
確
な
墨
線

で
表
現
す
る
本
図
（
図
19
）
は
、
来
章
の
高
い
画
力
を
示
す
好
例
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
の
様
に
、
御
常
御
殿
六
室
と
杉
戸
絵
、
台
所
及
び
雁
の
間
の
雁
の
間
に
描
か
れ
た
障
壁

画
を
概
観
す
る
と
、
部
屋
の
格
式
や
用
途
に
合
わ
せ
た
画
題
、
技
法
、
筆
者
が
選
ば
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
画
題
の
点
で
は
、
松
鶴
の
間
の
鶴
、
雉
子
の
間
の
雉
子
は
、
い
ず
れ
も
成
鳥
と

共
に
雛
鳥
を
描
き
、
耕
作
の
間
に
は
子
供
や
母
子
が
多
く
確
認
で
き
る
。
耕
作
の
間
に
は
、

高
貴
な
女
性
の
受
容
者
が
想
定
さ
れ
る
図
像
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
先
行
研
究
が
述

べ
る
様
に
、
御
常
御
殿
の
障
壁
画
制
作
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
年
の
淑
子
内
親
王
の

桂
宮
家
相
続
を
契
機
と
し
て
い
る
可
能
性
は
、
非
常
に
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
障
壁
画
を
描
い
た
筆
者
は
、
五
井
友
山
と
長
野
祐
親
を
除
く
全
員
が
、
安
政
度

御
所
障
壁
画
制
作
に
参
加
し
た
、
当
代
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
絵
師
達
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
障
壁
画
か
ら
は
、
彼
ら
の
技
量
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
惜
し
ま
れ
る
の

は
、
近
世
絵
画
と
近
代
絵
画
の
狭
間
に
あ
る
彼
ら
の
画
業
に
対
す
る
評
価
が
、
現
在
、
必
ず

し
も
高
く
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
画
業
の
詳
細
を
調
べ
、
そ
の
価
値
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
長
崎
省
吾
関
係
文
書
の
う
ち
「
号
外
ノ
一
」
と
書
か
れ
た
袋
に

入
っ
た
文
書
で
、
そ
の
う
ち
『
桂
宮
』
と
表
紙
に
記
さ
れ
る
文
書
は
、
桂
宮
御
殿
の
各
室

に
描
か
れ
た
障
壁
画
の
画
題
と
筆
者
を
記
す
。
二
條
離
宮
に
移
さ
れ
て
い
な
い
障
壁
画
に

つ
い
て
も
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
築
前
の
桂
宮
御
殿
の
様
子
を
記
述
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

（
2
）　

本
丸
御
殿
障
壁
画
の
画
題
、
様
式
、
筆
者
を
総
覧
し
た
武
田
恒
夫
「
本
丸
御
殿
障
壁
画
」（
『
元

離
宮
二
條
城
』
小
学
館
、
一
九
七
四
）
は
、
筆
者
名
を
、
こ
の
『
京
都
御
所
離
宮
誌
』
に

依
拠
し
、
筆
者
名
を
筆
者
と
制
作
年
代
を
考
察
し
た
西
和
夫
、
津
田
良
樹
、
小
沢
朝
江
「
二

条
城
本
丸
旧
桂
宮
御
殿
の
造
営
と
障
壁
画
に
つ
い
て
―
桂
宮
家
御
殿
の
造
営
と
御
出
入
絵

師
（
一
）
―
」
（
『
一
九
九
〇
年
度　

日
本
建
築
学
会　

関
東
支
部
研
究
報
告
集
』
）
は
、
筆

者
名
に
つ
い
て
武
田
氏
の
見
解
を
継
ぎ
な
が
ら
、
『
桂
宮
日
記
』
の
記
述
を
も
と
に
筆
者
の

考
察
を
行
っ
て
い
る
。

（
3
）　

荒
井
朝
江
、
西
和
夫
「
二
条
城
本
丸
旧
桂
宮
御
殿
の
前
身
建
物
と
そ
の
造
営
年
代
に
つ
い

て
―
桂
宮
家
石
薬
師
屋
敷
寛
政
度
造
営
建
物
と
今
出
川
屋
敷
へ
の
移
築
―
」
『
日
本
建
築
学

会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
第
三
八
七
号
、
一
九
八
八
、
一
四
七
頁

（
4
）　

荒
井
朝
江
、
西
和
夫
一
九
八
八
、
一
四
六
～
七
頁

（
5
）　

荒
井
朝
江
、
西
和
夫
一
九
八
八
、
一
四
八
頁

（
6
）　

荒
井
朝
江
、
西
和
夫
一
九
八
八
、
一
四
七
～
八
頁

（
7
）　

西
和
夫
、
津
田
良
樹
、
小
沢
朝
江
「
二
条
城
本
丸
旧
桂
宮
御
殿
の
造
営
と
障
壁
画
に
つ
い

て
―
桂
宮
家
御
殿
の
造
営
と
御
出
入
絵
師
（
一
）
―
」
（
『
一
九
九
〇
年
度　

日
本
建
築
学

会　

関
東
支
部
研
究
報
告
集
』
）
三
一
八
頁

（
8
）　

西
和
夫
、
津
田
良
樹
、
小
沢
朝
江
一
九
九
〇
、
三
一
七
頁

（
9
）　

西
和
夫
、
津
田
良
樹
、
小
沢
朝
江
一
九
九
〇
、
三
一
八
頁

（
10
）　

「
一
，
概
説
／
一 

創
立
及
び
沿
革
」
と
「
四
，
調
査
事
項
／
四 

移
築
に
伴
う
改
変
」
『
重

要
文
化
財
二
条
城
本
丸
御
殿　

御
常
御
殿　

修
理
工
事
報
告
書
』
第
八
集
（
元
離
宮
二
条

城
事
務
所
、
一
九
九
〇
）
二
頁
と
六
〇
頁

（
11
）　

「
二 
形
式
及
び
規
模
／
一
、
構
造
形
式
／
天
井
／
雁
の
間
」
『
重
要
文
化
財
二
条
城
本
丸
御

殿　

御
書
院　

台
所
・
雁
之
間　

修
理
工
事
報
告
書
』
第
六
集
（
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
、
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一
九
八
四
）
六
頁

（
12
）　

本
論
で
方
向
を
記
す
場
合
、
向
か
っ
て
左
を
「
左
」
、
向
か
っ
て
右
を
「
右
」
と
し
て
記
す
。

（
13
）　

荒
井
朝
江
、
西
和
夫
一
九
八
八
、
一
四
六
～
七
頁

（
14
）　

景
山
洞
玉
（
狩
野
永
章
）
の
生
年
に
つ
い
て
は
大
原
由
佳
子
「
狩
野
永
章
筆
『
龍
図
』
『
天

下
和
順
図
』
に
つ
い
て
」
（
『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館 

平
成
三
〇
年
度
紀
要
』
滋
賀
県
立
近

代
美
術
館
、
二
〇
一
九
、
七
九
～
八
〇
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
15
）　

小
嵜
善
通
「
狩
野
永
岳
／
画
家
解
説
」
『
京
の
絵
師
は
百
花
繚
乱
―
『
平
安
人
物
誌
』
に
み

る
江
戸
時
代
の
京
都
画
壇
―
』
京
都
文
化
博
物
館
、
一
九
九
八
、
二
七
四
頁

（
16
）　

毎
日
新
聞
社
編
、
発
行
『
皇
室
の
至
宝
七 

御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅱ
』
一
九
九
二
、
二
〇
七
、�

二
二
六
頁
、
同
『
皇
室
の
至
宝
八 

御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅲ
』
一
九
九
二
、
二
〇
九
頁

（
17
）　

兵
庫
県
丹
波
市
在
住
の
芦
田
典
子
氏
が
、
波
多
野
嘉
右
衛
門
の
墓
の
碑
文
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
碑
は
、
長
野
祐
親
が
、
実
父
、
波
多
野
嘉
右
衛
門
の
た
め
に
一
八
六
九
年
に

建
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
碑
文
に
祐
親
は
自
ら
に
つ
い
て
、
「
幼
き
頃
よ

り
画
を
好
み
、
二
十
歳
前
後
の
若
い
頃
、
京
都
や
そ
の
近
国
に
遊
学
し
、
狩
野
永
岳
に
師

事
し
て
年
月
を
過
ご
し
た
」
こ
と
、
「
安
政
三
年
八
月
、
故
あ
っ
て
長
野
氏
を
継
ぎ
図
書
寮

の
官
に
任
じ
ら
れ
丹
波
介
従
六
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
二
〇
二
一

年
五
月
十
五
日
、
神
戸
新
聞NEXT

　

URL: https://www.kobe-np.co.jp/news/ta-

nabe/202105/0014327035.shtml

）
。

（
18
）　

「
地
下
家
伝　

第
八
」
、
三
上
景
文
著
、
正
宗
敦
夫
校
・
編
『
地
下
家
伝
』
第
八
～
一
三
（
日

本
古
典
全
集
：
第
六
期
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
七
）
三
八
八
頁

（
19
）　

福
田
道
宏
「
宮
廷
御
用
の
幕
末
」
『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
』
一
八
号
、
二
〇
一
四
、 

九
九
頁

（
20
）　

 

國
賀
由
美
子
「
中
島
来
章
」
石
丸
正
運
編
『
近
江
の
画
人
―
海
北
友
松
か
ら
小
椋
遊
亀
ま

で
―
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
二
〇
、
六
八
頁

（
21
）　

毎
日
新
聞
社
編
、
発
行
『
皇
室
の
至
宝
七 

御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅱ
』
一
九
九
二
、二
〇
七
頁
、

同
『
皇
室
の
至
宝
八 

御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅲ
』
一
九
九
二
、
二
三
七
頁

（
22
）　

 

こ
の
旅
姿
の
女
性
と
お
供
に
つ
い
て
、
筆
者
は
当
初
、
淑
子
内
親
王
の
受
容
を
想
定
し
た

も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
華
陽
の
師
、
横
山
崋
山
の
《
四
季
耕
作
図
屏
風
》
（
『
特
別
展 

横

山
華
山
』
展
図
録
、
二
〇
一
九
、
京
都
文
化
博
物
館
、
図
八
七
）
に
お
い
て
も
同
じ
様
な

図
像
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
図
像
は
師
弟
関
係
を
通
し
て
継
承
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
判
断
し
た
。

（
23
）　

岩
崎
竹
彦
「
一
、
中
国
耕
織
図
の
流
れ
／
序
章　

四
季
耕
作
図
の
源
流
」
冷
泉
為

人
、
河
野
通
明
、
岩
崎
竹
彦
『
瑞
穂
の
国
・
日
本
―
四
季
耕
作
図
の
世
界
―
』
淡
交
社
、

一
九
九
六
、
四
頁

（
24
）　

岩
佐
伸
一
「
中
島
華
陽
／
画
家
解
説
」
『
京
の
絵
師
は
百
花
繚
乱
―
『
平
安
人
物
誌
』
に
み

る
江
戸
時
代
の
京
都
画
壇
―
』
京
都
文
化
博
物
館
、
一
九
九
八
、
二
八
七
頁

（
25
）　

毎
日
新
聞
社
編
、
発
行
『
皇
室
の
至
宝
七 

御
物 

障
屏
・
調
度
Ⅱ
』
一
九
九
二
、
二
〇
七
、�

二
二
六
頁

（
26
）　

森
岡
榮
一
「
八
木
奇
峰
」
石
丸
正
運
編
『
近
江
の
画
人
―
海
北
友
松
か
ら
小
椋
遊
亀
ま
で
―
』

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
二
〇
、
一
〇
二
頁

（
27
）　

毎
日
新
聞
社
編
、
発
行
『
皇
室
の
至
宝
七 

御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅱ
』
一
九
九
二
、
二
二
六
頁
、

『
皇
室
の
至
宝
八 

御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅲ
』
一
九
九
二
、
二
三
七
頁

（
28
）　

長
崎
省
吾
関
係
文
書
『
桂
宮
』
に
「
一　

従
常
御
殿
御
書
院
間
廊
下
」
に
、
当
該
杉
戸
の

画
題
と
筆
者
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
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図版

図２　御常御殿　雉子の間　東面　北より１　（部分）図１　御常御殿　松鶴の間　北面　東より１　（部分）　

図６　御常御殿　耕作の間　東面　南より５（部分）図３　御常御殿　四季草花の間　東面　南より３（部分）

図４　御常御殿　耕作の間　西面　襖４面

図５　御常御殿　耕作の間　東面　襖５面
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図 13　御常御殿　渡廊下北廊下境　杉戸絵　北側２面 図 14　御常御殿　渡廊下北廊下境　杉戸絵

　南側２面

図７　御常御殿　萩の間　西面　襖４面

図９　御常御殿　萩の間　

           南面　西より３（部分）

図８　御常御殿　萩の間　東面　襖４面

図 10　御常御殿　萩の間　

           西面　北より４（部分）

図 11　御常御殿　2階　御座所　天袋小襖２面 図 12　御常御殿　2階　御座所　

地袋小襖２面

旧二条離宮（二条城）本丸御殿の障壁画　御常御殿、台所及び雁の間（中野）
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図 15　御常御殿　渡廊下北廊下境　杉戸絵

　北側２面（部分）　

図 16　御常御殿　渡廊下北廊下境　杉戸絵

　南側２面（部分）　

図 18　台所及び雁の間　雁の間 西　東面　襖４面

図 17　台所及び雁の間　雁の間 東　東面　壁貼付３面

図 19　左：雁の間（東）東面　南より３（部分）　右：雁の間（西） 　東面　南より１
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